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第６節 環境教育プロジェクト                             

環境教育は生涯学習として、子どもから大人まで幅広い層を対象とし、いつでも、どこでも、誰で

も気軽に学べることが重要です。市民一人ひとりが環境への関心を持ち、自ら進んで学び、考え、行

動する環境保全意識の高いまちを目指し、環境教育推進のための組織を作るとともに、地域に根ざし

たプログラムや指導者の充実を図ります。 

 

【奈良市環境基本計画（改訂版）中間見直しの関連指標】 

目標値
（令和3年度）

担当 関連ページ

150 環境政策課 52

単年度
達成率

進捗率
波及
効果

効率性

2 1 3 3

指標

学校園での環境出前講
座開催数（講座）

令和元年度

122 22

令和2年度

推進会議のコメント

コロナ禍の中、奈良市地球温暖化対策地域協議会（NEW）の環境出前講座では、小学校、保育園、幼稚園、放課後
子ども教室で19講座実施されたのは素晴らしい。次世代を担う子どもへの環境教育は非常に重要であり、家庭での環
境行動の普及啓発にもつながるため、今後も環境団体と連携してwithコロナ時代の開催方式の検討を含め、推進継
続してもらいたい。

総合評価 前年度からの進捗

B
現状

維持

 
目標値

（令和2年度）
担当 関連ページ

12,200 地域教育課 -

単年度
達成率

進捗率
波及
効果

効率性

2 1 3 3

市営青少年野外体験施
設の利用者数（人）

10,881

指標

4,495

令和元年度 令和2年度

前年度からの進捗

B

推進会議のコメント

青少年の健全育成のための教育・体験活動として、自然の中でのキャンプ活動、野外体験活動等の学習の機会は環
境教育の重要なプログラムであり、コロナ禍でも工夫して事業を進め、参加者から好評を得ていることは評価できる。
さらに魅力的な事業を実施するとともに、さらなる広報活動の拡充と、利用者の満足度を高めるための効果的な施設
設備の拡充で青少年の健全育成のための教育・体験活動の場としての利用促進につながることに期待したい。

総合評価

現状

維持

 

 

 

1 奈良市環境教育基本方針 

環境問題が深刻・多様化する中で、本市の豊かな歴史的文化遺産

や自然環境がもたらしている“奈良らしさ”を将来の世代にまで引

き継ぎ、環境負荷の少ない持続可能な社会を実現するためには、社

会経済システムや私たち一人ひとりのライフスタイルを根本から見

直すことが必要です。そのためには、環境問題に関心を持ち、自ら

考え、具体的な行動を実践する人を育てる環境教育が重要となるこ

とから、平成21年（2009年）3月に「奈良市環境教育基本方針」を策

定しました。 

本方針では、歴史・文化、自然(生物)、水、大気、廃棄物、食、

エネルギー、地球環境等の幅広いテーマを対象として、市民・家庭、

地域、学校、市民活動団体、事業者、観光客等、行政等それぞれの

主体が自発的に環境教育を推進するための基本的な方向性や取組を

示しています。 
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【実施事業】 

1 奈良市環境教育推進会議 

 学校や地域における環境教育の推進を図るために、市民、市民活動団体、学校、事業者及び市（教

育委員会）等から成る奈良市環境教育推進会議を平成24年度（2012年度）に設置しました。会議では、

環境教育に取り組む各主体間の連携・協働を図りながら、環境教育プログラムの企画・開発及び人材

育成等の検討を行い、環境教育が地域や学校で定期的に実践されるような仕組みづくりを目指します。 

 また、地域での環境教育の担い手として、環境に関する指導・活動経験を持った環境教育推進員を

登録しています。 

 

 

2 環境講座「ECOキッズ！ならの子ども」 

子どもの視点からライフスタイルを見直し、次世代の

省エネルギー、エコライフスタイルを推進する人材を育

成することを目的として市立小学校3年生を対象として

環境講座「ECOキッズ！ならの子ども」を実施しています。 

環境教育に専門知識を有し、日頃から出前講座を経験

している市民団体等を講師として迎え、省エネルギーや

地球温暖化防止等の環境に関するカリキュラムを市の共

通プログラムとして開発し、講師独自で開発した「食べ

物」、「森林」、「エネルギー」、「生き物」をテーマとした

カリキュラムを個別プログラムとして組み合わせ、出前授業を実施しています。令和2年度(2020年度)

は新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から出前授業を中止しました。 

 

3 市民環境講座 

NPO法人 奈良ストップ温暖化の会の会員を講師として、“地球にやさしい暮らし講座”というテー

マを掲げ、主に将来を担う幼稚園児・小学生及びその保護者等を対象に、地域密着型の出前講座を実

施しています。令和2年度（2020年度）は小学校や自治会等において延べ5回開催し、参加者は延べ102

人でした。 

  

4 環境出前講座 

 奈良市地球温暖化対策地域協議会の環境教育プロジェク

トでは、様々なNPO・事業者等の会員が講師となり、子ども

から大人まであらゆる人を対象とした環境出前講座を実施

しています。令和2年度（2020年度）は幼稚園、保育園、小

学校、中学校、バンビーホーム、自治会及び地域の団体等

で延べ20回実施し、参加者は延べ628人でした。 

 

 

5 こどもエコクラブ 

環境省では平成7年度（1995年度）から、地域における子どもたちの自主的な環境学習や実践活動

を支援する「こどもエコクラブ」事業を行っています。こどもエコクラブは、幼児（3歳）から高校生

までなら誰でもメンバーとして参加できる環境活動のクラブで、活動を支える大人（サポーター）と

共に結成、登録することができます。本市でも、次世代を担う子どもたちが将来にわたり環境を大切

にする意識をもち、環境にやさしい暮らし方を実践することを目標として、こどもエコクラブの会員

を募集し、子どもたちに環境保全意識の高揚を図っています。 
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6 「環境の日」及び「環境月間」 

 6月5日は環境の日です。これは、1972年（昭和47年）

6月5日からストックホルムで開催された「国連人間環

境会議」を記念して定められたものです。国連では、

日本の提案を受けて6月5日を「世界環境デー」と定め

ており、日本では「環境基本法」で「環境の日」と定

めています。さらに、6月を「環境月間」とし、全国で

様々な行事が行われています。 

令和元年度は、6月5日に近鉄奈良駅周辺で、環境に

やさしいライフスタイル及び身近な環境配慮の実践を

呼びかけるための啓発活動を実施しました。しかし、

令和2年度(2020年度)は新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から啓発活動を中止しました。また、

奈良市役所での啓発パネル展示のほか、「奈良しみんだより」へ記事を掲載しました。 

 

 

7 「大気汚染防止推進月間」及び「地球温暖化防止月間」 

 12月は自動車交通量の増加、ビルや家庭の暖房のほか、

気象条件の影響等により、大気汚染物質濃度が高くなる

傾向があることから、環境省では、毎年12月を「大気汚

染防止推進月間」として、きれいな空を守ることの大切

さを呼びかけています。また、平成9年度（1997年度）に

地球温暖化防止京都会議が開催されたのを受けて、平成

10年度（1998年度）から12月を「地球温暖化防止月間」

としています。 

そこで、12月が「大気汚染防止推進月間」及び「地球

温暖化防止月間」であることを周知し、大気汚染防止な

らびに地球温暖化防止の意識高揚を図るため、「奈良し

みんだより」への記事掲載のほか、奈良市役所、はぐくみセンター及び西部公民館で啓発パネルを展

示しました。 

 

8 「水質改善強化月間」 

 冬季、特に2月は降水量が少ないことにより川の流

量が減少し、水質が悪化しやすくなるため、毎年2

月は水質改善強化月間に定められています。また、

水質汚濁の原因の約70％が家庭からの生活排水です。 

そこで2月に水質改善の意識の向上を図るため、そ

して生活排水対策を呼びかけるための啓発活動とし

て、奈良市役所、はぐくみセンター及び西部公民館

で啓発パネルを展示し、市役所に設置されている広

告モニターを用いて啓発を行いました。 

 近鉄奈良駅前及び JR 奈良駅前で街頭キャンペーンを実施する予定でしたが、新型コロナウイルス

感染症感染拡大防止のため中止しました。 


